
ＮＯ．    作成日 令和２年７月１５日

工種

右番号から選択 　１　工法
　２　材料
　３　機械
　４　情報
　５　その他

会社名
住所 ＴＥＬ
会社名
担当部署
氏名
住所
TEL FAX
URL
E-mail

概要

特徴

施工方法

・建設物価　2020年7月号　P.361に掲載
・積算資料　2020年7月号　P.515に掲載

・擁壁高さ0.6ｍ～4.5mの使用に適用します。

・擁壁の載荷重は、10kN/m
2
、土の単位体積重量は、19kN/m

2
、土の内部摩擦角度は、30°を標準と

　しています。

特になし

施工・使用上の留意点
・根入れを底版つけ根上面より50cm以上を標準とします。
・H＝900以下の製品は、通常水抜孔がついておりませんので、必要な場合は別途確認する。
・H3100以上の擁壁には、たて壁に1/250の勾配がついております。

2018年度（H30年度）実績：６９件（国交省３件、地方自治体３１件、民間３５件）
2019年度（R1年度）実績：１１０件（国交省２件、地方自治体４３件、民間６５件）
千葉県内実績：印旛土木事務所1件、成田土木事務所1件、長生土木事務所３件、東葛土木事務所２件　他　

特になし

右番号から選択

21,3

（提案者）

問合せ先

千葉市中央区市場町3-1
開発者 千葉窯業株式会社

効　　果

実績状況（相手先、件数など）

千葉窯業株式会社

施工・材料単価（従来との比較）

千葉市中央区市場町3-1
043-221-7000

施工・使用後の環境への影響

適用条件・範囲

分　　野

　１　コストの縮減
　２　安全性向上

技術の名称

副題(商標名等)

応募技術条件
チェック

CLP-Ⅲ

「道路土工　擁壁工指針（平成24年度版）」適合L型擁壁

　７　その他

登録(申請)年月日

県内に自社工場のある建設関連企業等が開発したもの(    　工場　　　市)
県内に本社のある建設業者等（協会、組合等を含む）が中心となって開発したもの
県内に本社のある建設業者等が開発したもの。

ＮＥＴＩＳ　番号

１．土木 ３．道路

分　類

次のいずれかの項目に適合（該当項目の□をチェック下さい）

　本製品は、「道路土工　擁壁工指針（平成２４年度版）」に適合する、数少ないプレキャストL型擁壁です。

①従来品に比べて、ライフサイクルコスト（耐久性が２倍程度）が秀でている製品です。

②鉄筋かぶりをたて壁は26mm以上、水に接する底版は45mm以上確保した（設計基準強度35N/mm
2
時）。

③擁壁天端を道路勾配に合わせて加工することが出来る。

　３　品質の向上
　４　工期の短縮
　５　環　境

効果を選択した理由を
下記概要や特徴に含めて
記入してください

　６　施工性の向上

・据付施工は、従来のL型擁壁と同様です。
・製品間の継手は、金属プレートによる接続をします。

その他（特許番号、各種適合基準、グリーン購入法、建設技術審査証明書・JＩＳなど）

新技術の提案（様式２－１）

http://www.chibayogyo.co.jp/
yamanaka@chibayogyo.co.jp

千葉営業所
山中　俊一

043-221-7011

043-221-7000



（様式２－２）


